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千葉大学でＣＯ２排出量２割削減を達成 

 

－これらの取組みが評価され環境ＩＳＯの認証更新－ 

 
 
 
国立大学法人千葉大学（学長：古在豊樹）は、このたび、平成１６年４月に法人に移

行した後、平成１ ３月までの３ヵ年にわたる電気・ガス等のエネルギー投入量を取

りまとめました。

が、２１％削減で
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ニュースリリース 
９年
この結果、３ヵ年で、温室効果ガスの一種である二酸化炭素の排出量

きたことが明らかになりました。 
平成１６年４月に省エネルギー・省資源などの「千葉大学環境方針」

ジメントシステムを導入しました。また、平成１７年度から、経費節

熱水料節減プロジェクト」を全学の教職員で立ち上げ実践しています。

はこれらの成果と言えます。なお、光熱水費は３ヶ年累計で当初の総

１割を超える約１．４億円を削減しております。 
より得られた「ＣＯ２排出量２割削減」は、京都議定書で定められた

年間における温室効果ガス排出量の削減目標６％を大きく上回る成果

成１６年度以降、全キャンパスで環境ＩＳＯの認証を取得しています。

は、光熱水量節減の取組みや学生を主体とする活動が評価され、環境

新されました（３年間有効）。これから３年間の新たな環境問題への取

たところです。 

境マネジメントシステムの国際規格であるＩＳＯ１４００１） 

 
本件に関するお問い合せ先 
千葉大学施設環境部施設管理課 

担当：橋本 
Tel：043-290-2137 Fax：043-290-2144 

E-mail：ecc2137@office.chiba-u.jp 
 




